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小
学
校
時
代
。
　
　
尋
常
四
年
の
時
に
始
め
て
十
七
字
を
並
べ
て
見
る
。
「
落
葉
焚

い
て
葉

守

り
の
神
を
見

し
夜

か
な
」
。
鏡

花







の
小
説
な
ど
読
み
ゐ
た
れ
ば
、
そ
の
羅
曼





主
義
を
学
び
た
る
な
る
べ
し
。

　
中
学
時
代
。
　
　
「
獺
祭
書
屋
俳
話













」
や
「
子
規
随
筆








」
な
ど
は
読
み
た
れ
ど
、
句
作
は
殆





ど
し
た
る
こ
と

な
し
。

　
高
等
学
校
時
代
。
　
　
同
級
に
久
米
正
雄











あ
り
。
三
汀






と
号
し
、
朱
鞘






派
の
俳
人
な
り
。
三
汀
及
び
そ
の
仲

間
の
仕
事
は
詩
に
於
け
る
北
原
白
秋










氏
の
如
く
、
俳
諧
に
ア
ム
プ
レ
シ
ヨ
ニ
ス
ム
の
手
法
を
用
ひ
し
も
の
な
れ

ば
、
面
白
が
り
て
読
み
し
も
の
な
り
。
こ
の
時
代
に
も
句
作
は
殆





ど
せ
ず
。

　
大
学
時
代
。
　
　
略

ぼ
前
時
代
と
同
様
な
り
。

　
教
師
時
代
。
　
　
海
軍
機
関
学
校
の
教
官
と
な
り
、
高
浜






先
生
と
同
じ
鎌
倉
に
住
み
た
れ
ば
、
ふ
と
句
作
を

し
て
見
る
気
に
な
り
、
十
句
ば
か
り
玉
斧






を
乞

ひ
し
所
、
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
に
二
句
御
採
用
に
な
る
。
そ
の
後

引
き
つ
づ
き
、
二
三
句
づ
つ
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
に
載
り
し
も
の
な
り
。
但
し
そ
の
頃



も
既
に
多
少
の
文
名
あ
り

し
か
ば
、
十
句
中
二
三
句
づ
つ
雑
詠
に
載

る
は
虚
子





先
生
の
御
会
釈







な
ら
ん
と
思
ひ
、
少
々
尻
こ
そ
ば
ゆ
く
感
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ぜ
し
こ
と
を
忘
れ
ず
。

　
作
家
時
代
。
　
　
東
京
に
帰
り
し
後



は
小
沢
碧
童









氏
の
鉗
鎚






を
受
く
る
こ
と
一
方






な
ら
ず
。
そ
の
他
一
游
亭








、

折
柴






、
古
原
艸
等








に
も
恩
を
受
け
、
お
か
げ
さ
ま
に
て
幾
分
か
明



を
加
へ
た
る
心
地
な
り
、
尤





も
新
傾
向
の
句

は
二
三
句
し
か
作
ら
ず
。
つ
ら
つ
ら
按



ず
る
に
わ
が
俳
諧
修
業
は
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
の
厄
介
に
も
な
れ
ば
、

「
海
紅






」
の
世
話
に
も
な
り
、
宛
然






た
る
五
目
流







の
早
じ
こ
み
と
言
ふ
べ
し
。
そ
こ
へ
勝
峯
晉
風










氏
を
も
知
る

や
う
に
な
り
、
七
部
集







な
ど
も
覗



き
た
れ
ば
、
愈




鵺


の
如
し
と
言
は
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
今
日






は
唯
一
游
亭








、
魚

眠
洞
等








と
閑



に
俳
諧
を
愛
す
る
の
み
。
俳
壇
の
こ
と
な
ど
は
と
ん
と
知
ら
ず
。
又
格
別
知
ら
ん
と
も
思
は
ず
。

た
ま
に
短

尺







な
ど
送
つ
て
句
を
書
け
と
云
ふ
人
あ
れ
ど
、
短
尺
だ
け
恬
然






と
と
り
つ
離
し
に
し
て
未



だ
嘗





書

い
た
こ
と
な
し
。
こ
の
俳
壇
の
門
外
漢
た
る
こ
と
だ
け
は
今
後
も
永
久
に
変
ら
ざ
ら
ん
乎

。
次
手





を
以
て
前
掲

の
諸
家
の
外



に
も
、
碧
梧
桐







、
鬼
城






、
蛇
笏





、
天
郎






、
白
峯






等
の
諸
家
の
句
に
も
恩
を
受
け
た
る
こ
と
を
記



し

お
か
ん
。
白
峯
と
言
ふ
は
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
に
や
は
り
二
三
句
づ
つ
載
り
し
人
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
十
三
年
）

4わが俳諧修業



青
空
文
庫
情
報

底
本
：
「
筑
摩
全
集
類
聚
　
芥
川
龍
之
介
全
集
第
四
巻
」
筑
摩
書
房

　
　
　1971
（
昭
和46

）
年6

月5

日
初
版
第1

刷
発
行

　
　
　1979
（
昭
和54

）
年4

月10

日
初
版
第11

刷
発
行

入
力
：
土
屋
隆

校
正
：
浅
原
庸
子

2007

年4

月13

日
作
成

青
空
文
庫
作
成
フ
ァ
イ
ル
：

こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫
（http://w

w
w

.aozora.gr.jp/

）
で
作
ら
れ
ま
し

た
。
入
力
、
校
正
、
制
作
に
あ
た
っ
た
の
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。
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